
67

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

前里 光信 議員

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

伊計 裕子 議員

◇外国籍の住民
◇お墓建設許可業務
◇学校給食
◇中学校卒業生

◇平和行政
◇手話言語条例
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◇池田交差点の渋滞解消
◇災害時避難施設
◇農水産物流通・加工・
　観光拠点施設

◇農産物施設の件　　
◇都市公園の件
◇工業振興の件

長浜 ひろみ 議員

屋比久 満 議員

お
墓
の
許
認
可
業
務
は
県

か
ら
町
に
お
ろ
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し

た
時
点
か
ら
現
在
ま
で
何
件
が

申
請
さ
れ
、
何
件
許
可
さ
れ
て

い
る
か
。
ま
た
、
問
題
と
な
っ

た
ケ
ー
ス
が
あ
れ
ば
説
明
さ
れ

た
い
。

 
総
務
部
長  

平
成
25
年
度
の
申

請
は
25
件
で
、
23
件
許
可
、
平

成
26
年
度
は
61
件
で
61
件
許
可
、

平
成
27
年
度
は
申
請
32
件
で
、

32
件
許
可
、
う
ち
１
件
は
法
人

で
す
。
平
成
28
年
度
５
月
末
日

で
４
件
の
申
請
で
、
４
件
許
可
。

町
に
許
可
権
限
が
委
譲
さ
れ
て

か
ら
１
２
２
件
の
申
請
、
１
２

０
件
許
可
。
特
に
問
題
に
な
っ

た
ケ
ー
ス
は
無
い
で
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
、
質

量
と
も
に
問
題
な
い
と
教

育
委
員
会
は
考
え
て
い
ま
す

か
。
ま
た
、
改
善
す
べ
き
点
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
う
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。
先
日
、
東

中
学
校
で
、
議
会
議
員
も
生
徒

と
一
緒
に
試
食
会
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
食
べ
盛
り
の
子
供
た

ち
に
は
そ
れ
な
り
の
量
、
質
を

確
保
す
べ
き
で
は
。

 

教
育
部
長  

学
校
給
食
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
22
年
度
に
給

食
費
を
改
定
を
し
て
以
来
、
金

額
が
据
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、
消
費
税
が
５
％
か
ら

西
原
町
に
は
外
国
籍
の

人
々
が
住
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
。
ど
の
国
の
人
々
が
何

人
住
ん
で
い
る
の
か
。

 

総
務
部
長  

平
成
28
年
５
月
31

日
現
在
で
44
か
国
で
す
。
そ
の

中
に
無
国
籍
の
１
人
を
含
め
合

計
４
３
９
人
の
方
々
が
住
ん
で

い
ま
す
。
中
国
が
88
人
、
韓
国

が
40
人
、
ア
メ
リ
カ
が
35
人
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
で

27
人
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
国

の
方
々
が
い
ま
す
。

こ
の
方
々
に
対
し
役
場
の

窓
口
で
ど
う
対
応
し
て
い

る
か
。

 

町
民
課
長  

英
語
が
話
せ
る
職

員
が
い
ま
す
の
で
、
協
力
を
し

て
英
語
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

８
％
へ
上
が
り
、
ま
た
物
資
の

価
格
上
昇
に
よ
り
、
現
在
の
給

食
費
の
金
額
で
は
十
分
な
質
と

量
の
提
供
は
大
変
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
為
、

十
分
な
質
と
量
を
確
保
で
き
る

よ
う
、
今
年
度
は
給
食
費
の
値

上
げ
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

去
る
３
日
に
卒
業
し
た
町

内
の
２
中
学
校
の
卒
業
生

の
進
路
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

高
校
別
ま
た
は
就
職
に
つ
い
た

卒
業
生
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
件
も
説
明
を
求
め
る
。

 

教
育
部
長  

公
立
、
私
立
含
め
、

普
通
高
校
へ
２
６
９
人
、
工
業

高
校
へ
38
人
、
商
業
高
校
へ
23

人
、
農
業
高
校
８
人
、
水
産
高

校
３
人
、
国
立
高
専
へ
６
人
、

特
別
支
援
校
７
人
で
す
。
就
職

し
た
卒
業
生
５
人
、
進
路
未
定

の
卒
業
生
４
人
で
す
。

先
日
、
自
治
会
か
ら
も
当
該
道

路
が
抜
け
道
と
な
っ
て
お
り
、

交
通
安
全
上
、
危
険
で
、
付
近

住
民
の
迷
惑
と
な
っ
て
い
る
と

し
て
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
御

提
案
の
時
間
を
制
限
し
た
道
路

使
用
等
の
交
通
規
制
に
つ
い
て

は
、
警
察
の
所
管
と
な
る
た
め
、

浦
添
署
に
相
談
し
て
み
ま
し
た

が
、
時
間
規
制
は
一
般
的
に
学

校
周
辺
の
通
学
道
路
等
で
行
っ

て
お
り
、
当
該
現
場
に
つ
い
て

は
位
置
的
に
厳
し
い
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
浦
添
署
か
ら
道
路
内

に
ハ
ン
プ
や
ク
ラ
ン
ク
を
設
け
、

通
り
に
く
い
道
路
に
し
た
ほ
う

が
い
い
の
で
は
と
の
提
案
も
あ

り
ま
し
た
が
、
当
該
生
活
道
路

の
現
場
状
況
で
は
厳
し
い
も
の

と
考
え
て
お
り
、
と
り
あ
え
ず

出
来
る
対
策
と
し
て
交
通
規
制

で
は
な
く
、
生
活
道
路
に
つ
き

遠
慮
し
て
も
ら
い
た
い
旨
の
看

板
設
置
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

平
園
区
に
新
た
に
災
害
時

避
難
施
設
が
建
設
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
建
設
着

工
・
完
成
年
月
日
、
建
物
に
か

か
わ
る
土
地
の
購
入
額
、
地
権

者
の
人
数
を
お
聞
き
す
る
。

 

総
務
部
長  

防
災
の
建
物
で
す

が
、
着
工
は
来
年
５
月
頃
を
予

定
し
、
完
成
が
平
成
30
年
３
月

頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
土
地

生
活
道
路
に
つ
い
て
。
池

田
交
差
点
横
の
非
常
に
小

さ
な
路
地
は
地
元
の
方
の
生
活

道
路
だ
が
、
朝
夕
の
交
通
ラ
ッ

シ
ュ
が
も
の
す
ご
く
、
幅
が
狭

く
車
の
往
来
が
激
し
い
の
で
、

こ
の
時
間
帯
に
は
外
に
出
る
の

が
怖
い
く
ら
い
だ
。
小
さ
な
子

供
が
い
た
ら
と
て
も
じ
ゃ
な
い

が
一
緒
に
歩
け
な
い
。
時
間
を

制
限
し
た
道
路
使
用
と
か
、
自

転
車
・
歩
行
者
専
用
道
路
へ
の

指
定
等
が
で
き
な
い
か
。

 

建
設
部
長  

池
田
交
差
点
の
朝

夕
の
渋
滞
に
伴
い
、
そ
れ
を
避

け
る
た
め
に
通
過
車
両
が
地
域

の
生
活
道
路
へ
侵
入
し
、
交
通

量
が
ふ
え
、
問
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
本
件
に
つ
い
て
は
、

の
購
入
額
は
物
件
補
償
と
あ
わ

せ
て
３
，
８
０
０
万
円
、
地
権

者
は
一
人
で
す
。

平
園
区
に
建
設
さ
れ
る
防

災
拠
点
施
設
の
財
源
は
。

 

建
設
部
長  

財
源
は
一
括
交
付

金
を
活
用
し
、
８
割
が
国
庫
補

助
金
で
町
が
２
割
の
負
担
で

す
。

農
水
産
物
流
通
・
加
工
・

観
光
拠
点
施
設
の
財
源
は

何
か
。
財
源
の
返
済
計
画
・
償

還
期
間
に
つ
い
て
伺
う
。

 

建
設
部
長  

農
水
産
物
流
通
・

加
工
・
観
光
拠
点
施
設
、
本
事

業
の
財
源
は
一
括
交
付
金
、
地

方
債
、
一
般
財
源
で
８
割
が
一

括
交
付
金
、
２
割
が
地
方
債
と

一
般
財
源
に
な
り
ま
す
。

 

総
務
部
長  

財
源
の
返
済
計
画

は
償
還
期
間
20
年
、
う
ち
据
え

置
き
期
間
３
年
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が

質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が

質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

問問

問問

い
る
。①
町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
取
組
む
か
を
伺
う
。②「
西
原

町
手
話
奉
仕
員
養
成
事
業
実
施

要
綱
」
の
実
施
状
況
を
伺
う
。

 

福
祉
部
長  

①
４
つ
の
視
点
か

ら
応
え
ま
す
。
一
つ
目
に
、
手

話
に
対
す
る
理
解
の
促
進
で

す
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

町
内
の
児
童
生
徒
に
配
布
、
窓

口
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。
二

つ
目
に
、
手
話
を
使
い
や
す
い

環
境
づ
く
り
で
す
。
平
成
18
年

よ
り
庁
舎
内
に
手
話
の
で
き
る

職
員
を
配
置
、
講
演
会
等
に
は

手
話
通
訳
者
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
三
つ
目
に
、
学
校
に
お
け

る
取
組
み
で
す
。
町
内
の
学
校

で
は
総
合
の
時
間
な
ど
で
聴
覚

障
害
者
と
の
交
流
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
四
つ
目
に
予
防

で
す
。
は
し
か
・
風
疹
の
定
期

予
防
接
種
を
推
進
し
、
聴
覚
障

害
を
防
ご
う
と
い
う
取
組
み
で

す
。②
平
成
14
年
よ
り
手
話
奉

仕
員
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し

て
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を

西
原
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
知
ら
な
い
う
ち

に
電
磁
波
を
浴
び
て
い

る
。
鎌
倉
市
が
、
携
帯
基
地
局

の
設
置
時
に
事
業
者
に
事
前
に

住
民
説
明
会
を
課
す
条
例
を
制

定
し
、
弁
護
士
連
合
会
が
「
電

磁
波
問
題
に
関
す
る
意
見
書
」

今
年
は
日
本
国
憲
法
公
布

70
年
で
あ
る
。
憲
法
が
、

安
倍
政
権
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
西
原
町
の
責

任
者
と
し
て
、
町
民
の
命
と
人

権
を
守
る
決
意
を
伺
う
。

 

町
長  

戦
後
一
貫
し
て
平
和
に

対
す
る
町
民
の
思
い
を
し
っ
か

り
踏
ま
え
て
平
和
行
政
が
ど
の

村
長
、
町
長
で
も
進
め
ら
れ
て

き
た
と
思
っ
て
お
り
私
も
同
様

で
す
。
今
後
、
沖
縄
県
民
が
安

心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う

一
自
治
体
の
長
と
し
て
精
一
杯

平
和
行
政
を
内
外
と
連
携
し
な

が
ら
、
取
組
み
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

沖
縄
県
手
話
言
語
条
例
が

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て

を
政
府
に
提
出
し
予
防
的
対
策

を
求
め
た
。①
町
内
に
あ
る
中

継
基
地
局
の
場
所
と
数
を
。②

基
地
局
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル

以
内
で
健
康
影
響
が
で
る
と
い

う
研
究
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
周
辺
住
民
へ
の
聞
き
取
り

調
査
を
。③
各
学
校
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
健
康
調
査
を
。

 

総
務
部
長  

①
基
地
局
は
町
内

に
32
局
で
す
。
場
所
に
つ
い
て

は
非
公
表
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

福
祉
部
長  

②
住
民
の
健
康
へ

の
影
響
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調

査
を
行
う
の
は
大
切
な
こ
と
と

考
え
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
は

Ｗ
Ｈ
Ｏ
や
総
務
省
の
研
究
を
注

視
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

教
育
部
長  

③
国
や
県
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
必
要
で
あ
れ

ば
電
磁
波
に
よ
る
健
康
調
査
等

の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

問問

問

問

問

 

建
設
部
長  

選
定
の
視
点
と
し

て
は
４
年
目
頃
か
ら
一
般
的
に

黒
字
化
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
本
島
内
の
店
舗
の
う

ち
平
成
25
年
度
時
点
で
開
店
後

４
年
を
経
過
し
類
似
し
た
４
店

舗
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

都
市
公
園
の
件
で
県
内
で

都
市
公
園
面
積
は
何
番
目

な
の
か
。

 

建
設
部
長  

県
の
平
成
28
年
３

月
31
日
時
点
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
町
内
の
都
市
公
園
面
積
は

29
．
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
県
内

で
14
番
目
で
す
。

都
市
公
園
の
１
人
当
た
り

の
面
積
は
県
内
で
何
番
目

な
の
か
伺
う
。

 

建
設
部
長  

１
人
当
た
り
の
面

積
は
８
．
４
平
方
メ
ー
ト
ル
で

13
番
目
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
兼
久
地
区
と
美
咲

地
区
は
人
口
が
増
加
し
て

い
る
が
児
童
公
園
等
が
な
い
の

で
計
画
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

 

建
設
部
長  

兼
久
、
美
咲
地
区

に
つ
い
て
は
街
区
公
園
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
今
後
整
備
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
の
土
地
利
用
見
直
し

な
ど
で
開
発
、
ま
た
は
区
画
整

理
事
業
等
も
見
据
え
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

工
業
振
興
の
件
で
ペ
ト
ロ

ブ
ラ
ス
社
は
本
年
４
月
で

農
産
物
施
設
の
件
で
来
客

者
に
西
原
町
の
観
光
や
歴

史
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
上
で
、
観

光
拠
点
施
設
を
建
物
の
一
番
手

前
に
持
っ
て
き
て
は
ど
う
か
。

 

町
長  

観
光
案
内
所
は
西
原
町

全
体
の
今
後
の
観
光
振
興
を
推

進
し
て
い
く
上
で
極
め
て
重
要

で
あ
り
ま
す
の
で
、
少
し
検
討

は
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

総
事
業
費
１
２
億
９
，
５

６
９
万
５
２
０
円
の
う
ち

一
括
交
付
金
額
は
い
く
ら
か
。

 

建
設
部
長  

一
括
交
付
金
は
約

１
０
億
３
，
５
０
０
万
円
で
す
。

収
支
計
画
（
案
）
で
は
４

年
目
か
ら
８
７
８
万
８
，

０
０
０
円
の
黒
字
な
る
と
の
事

だ
が
根
拠
を
伺
う
。

撤
退
し
た
が
、
退
職
者
の
雇
用

状
況
等
と
本
町
出
身
者
の
救
済

等
に
つ
い
て
伺
う
。

 

建
設
部
長  

従
業
員
（
１
５
８

人
の
う
ち
町
在
住
者
は
15
人
）

の
雇
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
町

に
退
職
条
件
が
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
今
後
、
沖
縄
労
働
局
、
県

商
工
労
働
部
と
の
緊
急
雇
用
対

策
連
絡
会
議
を
設
置
し
、
多
く

の
従
業
員
が
再
就
職
で
き
る
よ

う
に
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

南
西
石
油
の
事
業
を
引
き

継
い
だ
会
社
は
ど
こ
か
。

 

建
設
部
長  

南
西
石
油
が
今
年

3
月
末
で
石
油
製
品
の
販
売
を

終
了
、
東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
が
、

石
油
タ
ン
ク
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
契

約
を
締
結
し
、
4
月
か
ら
県
内

企
業
の
安
定
供
給
を
行
っ
て
い

る
状
況
で
す
。

問問

問問 問問

問問 問

問

学校給食試食会から（西原東中）

今年４月から県手話言語条例が施行された（沖縄県ＨＰから）

朝夕の交通量が問題となっている池田地内道路

油槽所となった南西石油

問


